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2022年度 「卒業時修得していたい力」アンケート集計結果 

教務委員会 

アンケート対象者：2022年度卒業生 73名 

アンケート実施期間：2022年 3月 3日（免許申請説明会当日）～3月 9日 

収集方法：Google Formsにてアンケート回答入力依頼 

回収率：95.9%（70名／73名），有効回答率 100% 

 

I. 結果： 

1. 教育目的、人材育成の方針、育成する 5つの「看護力」の周知 

 

2. 「向き合う力」について 
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鳥取看護大学の教育目的が「学生生活ガイドブック

（学生便覧）」「ホームページ」等で書かれている

のを見たことがありますか

鳥取看護大学が地域に根ざしたヒューマンケアを実

現するための3つの人材育成を「学生生活ガイド

ブック（学生便覧）」「ホームページ」等で見たこ

とがありますか

鳥取看護大学が育成する5つの「看護力」を「学生

生活ガイドブック（学生便覧）」「ホームページ」

等で見たことがありますか

学生便覧やHPでの認識

はい いいえ
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人という存在について理解するための努力ができ

る。

人という存在について自分なりの考えがある。

自分自身の今の課題を的確にとらえることができ

る。

自分自身の課題克服に向けて集中して取り組むこと

ができる。

生涯にわたり主体的に学ぶ姿勢がある。

向き合う力

とても自信がある まぁまぁ自信がある あまり自信がない まったく自信がない

図中の数値は回答した学生の人数

図中の数値は回答した学生の人数 
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3. 「寄り添う力」について 

 

4. 「看護実践する力」について 
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高度な傾聴やコミュニケーション能力を活かし、

援助的な人間関係を築くことができる。

個人の権利と多様な価値観を理解している。

確かな倫理観のもとに看護の対象となるあらゆる

人々への理解を深める姿勢がある。

高い倫理観のもとに人々を擁護する姿勢がある。

常に看護専門職としての社会的責務を自覚しつつ

行動できる。

寄り添う力

とても自信がある まぁまぁ自信がある あまり自信がない まったく自信がない
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看護の対象となる人間、健康、環境に関する知識

を身につけている。

看護の対象となる人間、健康、環境への援助をす

るための技術を身につけている。

看護の対象となる人についての情報を客観的に整

理、分析することができる。

看護の対象となる人の健康の増進、疾病の予防、

健康回復、苦痛の緩和に関する方法を計画でき

る。

科学的根拠を基盤にした看護を展開することがで

きる。

今ある看護の現状を、専門性の高い看護実践や看

護研究に発展させていくことができる。

専門職として看護現象を科学的にとらえ、看護の

本質を探究することができる。

看護実践する力

とても自信がある まぁまぁ自信がある あまり自信がない まったく自信がない

図中の数値は回答した学生の人数 

図中の数値は回答した学生の人数 
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5. 「連携・協働する力」について 

 

6. 「地域とともに歩む力」について 

 

II. 考察： 

・今年度も昨年度同様、看護師資格申請書類に関する説明会の日にアンケートを実施した

結果、十分な回収率が得られた。 

・学生便覧や HPで、「教育目的」「育成する 5つの『看護力』」「人材育成の方針」につい

て認識しているかについて、昨年の結果と大きな変化はなく、概ね認識できている。 

・5つの力については、どの力についても 80%を超える学生が「とても自信がある」「まぁ

まぁ自信がある」と回答しており、本学のカリキュラムの中でディプロマポリシーに適

った力を身につけていると言える。 
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保健・医療・福祉の現場において、対象が利用可

能な社会資源を挙げることができる。

保健医療チームの一員として他の専門職の専門性

を理解している。

保健医療チームの一員として他の専門職と連携・

協働できる。

連携・協働する力

とても自信がある まぁまぁ自信がある あまり自信がない まったく自信がない
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地域の健康に関する課題を、科学的に分析・考察

することができる。

地域の健康に関する課題を、地域の方々と共に語

り合い共有することができる。

地域の一員としての意識を高く持って、自らの所

属する地域の発展のために、看護専門職として貢

献したいと考えている。

ローカルのみならずグローバルという視点でも地

域を捉えることができる。

地域とともに歩む力

とても自信がある まぁまぁ自信がある あまり自信がない まったく自信がない

図中の数値は回答した学生の人数 

図中の数値は回答した学生の人数 
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・ただ、【看護実践する力】における、「今ある看護の現状を、専門性の高い看護実践や看

護研究に発展させていくことができる」および「専門職として看護現象を科学的にとら

え、看護の本質を探究することができる」については、「あまり自信がない」「まったく

自信がない」が増えている。これは卒後、臨床経験を積むことで探求したい事象に触れ

たり、探求心が強まる可能性が高く、卒後の変化に注目したい。 

・今年度より本アンケート項目を変更したが、ディプロマポリシーに応じた力を身につけ

ることができたかを評価するには適した項目であったと考える。キャリア支援委員会で

も同様の項目を卒後生を対象に調査することで、本学で身につけた力が卒後どのように

変化するのか評価しやすいため、次年度も今年度と同様の調査項目を用いる。 

 

以上 

 


